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お仕事 

社内や官公庁系のシステム開発をしている 

Redmineの社内普及、運営を行うWGのリーダー 

システム開発プロジェクトなどで活用



お話すること

これまでの道のり 

コミュニケーション改善ツールとしてのRedmine 

これから



これまでの道のり 2008 - 2010 

導入したきっかけは作業管理をどうしたらいいのか
困っていたから 

とりあえず、所属部署内の数人で利用



これまでの道のり 2008 - 2010 

試行錯誤をしながら、なんとなく使っている状態 

チケットを登録するが、作業記録はあまりしない



困ったこと 

後から振り返って調べるのに時間がかかる場合がある 

作業に関する記録をあまりしていなかったため



これまでの道のり 2011- 2013 

「ものづくり改善WG」を発足 

Redmineの活用方法を模索し 
他部署への普及を目的 

メンバーは３人 

毎週金曜 16:00 - 17:30 と空いた時間に活動



これまでの道のり 2011- 2013 

情報収集して、実践



実践したこと 

チケットに作業状況や内容の変化の記録をつける 

作業に関する会話はチケットのコメントでする



実践したこと 

更新頻度が高い手順などはWikiを利用する 

作業手順などの内部資料を管理する



実践したこと 

社内普及のために啓蒙活動を実施 

勉強会の開催 

改善活動の成果を発信 

見積案件の管理など他部署にも普及 

利用者数が十数名から50名以上に



困ったこと 

通知メールが多くて自分に関係するものなのかが 
分からない 

メール通知は関係する人を指定するように変更 

通知メールの重要度が低くなり、見なくなる 

作業に関するコメントがある場合は通知するよう
に変更



困ったこと 

メール通知は関係する人を指定するように変更 

個人設定のメール通知欄 

作業に関するコメントがある場合は通知するように変更 

管理者設定のメール通知対象



困ったこと 

トラッカーが増えすぎてメンテナン
スが困難に 

トラッカーそのものに意味を持た
せない 

チケットの項目やステータスの遷
移を制御するために使う 

タスク、ミーティング、イベント  
の３つを基本にした



これまでの道のり 2014 ～ 現在 

プロジェクト管理の標準化をすることに 

所属する部署での課題に取り組んでいる



資料がどこにあるのか分からない 

保存先が複数存在し、資料が散在している

ファイルサーバファイル添付



資料がどこにあるのか分からない 

長期的な管理をする資料の添付は禁止した 

Redmineで使える機能を制限 
(ファイル、文書を無効に) 

Wikiに資料とその保存場所を記載する



Issue Templates 

あらかじめ指定した内容が入力済みの状態で 

チケットの作成を始めることができるプラグイン



Issue Wiki Journal 

Wikiの更新情報をチケットに関連付けることができ
るようになるプラグイン



Default Custom Query 

チケット一覧の初期表示を設定できるプラグイン



Serial Number Field 

重複しない番号を自動的に採番をするプラグイン



コミュニケーション改善 
ツールとしてのRedmine

記録を残したい社内のやりとりはどうしていますか？



コミュニケーション改善 
ツールとしてのRedmine

社内のやりとりはメールをしない 

コミュニケーションと記録をRedmineで！ 

メンバーの異動も安心



コミュニケーション改善 
ツールとしてのRedmine

作業単位の会話はチケットのコメントで！



コミュニケーション改善 
ツールとしてのRedmine

部署内、プロジェクト内の連絡・議論・情報共有は
フォーラムで！



コミュニケーション改善 
ツールとしてのRedmine

ステータスで、やってほしいことを伝える

標準のステータス 検証中のステータス

新規 やってね

進行中 今やってる

解決 確認して！

フィードバック 直して！

終了 おつかれっす

却下 やらん



コミュニケーション改善 
ツールとしてのRedmine

ステータスで、やってほしいことを伝える



これから

プロジェクト管理標準化 

プロジェクト毎の管理の差を小さくしたい 

チケットの粒度をある程度揃えたい 

実践して、勉強会をしたい





ありがとうございました


